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１．指定概要

建設年

利用対象

応募者数

　　　　　　　　　　　　　　　　　地域　　　　

平成２６年

近江八幡市江頭町１０１４

児童福祉法の規定に基づき、市内の小学校に通学する児童で保護者が労働等により昼間家庭にいないものに対し、授
業終了後適切な遊び及び生活の場を与えて健全育成を図るため、放課後児童健全育成事業を実施する。

 北里こどもの家

指定期間

指定管理料 令和４年度：　　　　　　千円令和３年度：　　　　　　千円

1者

　　令和２年４月１日～令和７年３月３１日　（５年間）　

所在地

利用料金制 採用している 選定方式 公募

指定管理業務の内容

指定管理者
名称  一般社団法人 おうみ育ちの家

近江八幡市江頭町１０１４

①こどもの家の利用に関する業務
②こどもの家の施設の維持管理に関する業務
③その他こどもの家の管理に関し市長が必要と認める業務

令和６年度：　　　　　　千円（見込）令和５年度：　　　　　　千円

令和５年度　指定管理者の管理運営に対する評価シート

施設番号

部  子ども健康部 課 子育て支援課

延べ床面積１４７㎡、階数　地上１階

令和２年

施設概要

指定管理
開始年度

規模

名称

所在地

設置目的



２．施設の設置目的の達成に関する取り組み【有効性】

（課題）

 

　なし

(改善を要した事項と対応)
令和４年度に不適切な保育があったため、職員
の研修等再発防止を図った。

（課題）
情報公開規定等を定められていない。

　①利用者(保護者)との日常的な連絡、情報交換、送迎時の意見交換
による。
　②利用料金の徴収
　　毎月徴収
　　令和５年度６，４９２千円
　③学校、保育所等との情報交換
　　必要に応じ随時実施
　④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の延長
　　　延長１９時まで実施

（課題）
備品の管理状況の把握が一部不十分である。

　①施設の維持管理及び整備
　建物、施設の安全点検、修繕、除草作業等

(よかったと評価できる事項)
児童の安全確保に努め、適切に施設の維持管理
を実施した。

(よかったと評価できる事項)

(改善を要した事項と対応)
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　①利用者(保護者)との日常的な連絡、情報交換

　②利用料金の徴収

　③学校、保育所等との情報交換

　④利用者ニーズに応じた延長保育の実施、開所時間の延長

(よかったと評価できる事項)
国基準や市のガイドラインに則り、事業が実施
された。

 

目標と具体的な取り組み（計画）

　①施設の維持管理及び整備を実施
・日常の掃除、施設の安全点検、除草作業等、支援員が随時実施
・保護者会の奉仕作業の実施

(改善を要した事項と対応）
特になし

令和５年度実績 所管課による検証



３．効率性の向上に関する取り組み【効率性】

４．利用者の満足度調査等【有効性】 ５．指定管理業務に関して、指定管理者から市への要望

６．指定管理者の自己評価コメント ７．所属の総括コメント

指定管理者として、５年目の業務に入る。その間保育と言う仕事に関し全職員で力
を合わせ行う事が出来た。職員も新しく変わりつつあるが、根本の子どもたちを中
心においての福祉事業を常に頭に置いて行動を取ってきた。保護者からも沢山の感
謝の声を頂いた。
　また、指定管理業務を託された我々法人もこのように評価されなくてはならな
い。保育現場は、我々法人・支援員が支えていくものでなければならないからであ
る。今後においてもこのモチベーションを崩すことなく、保育現場を支えて行きた
い。

国や市の基準に基づく事業運営がなされている。また、地域とのつながりを大切にした活動をとり入れる等の工夫や姿
勢など評価している。引き続き、地域や小学校と連携を深め、支援員間で連絡を密にしながら、一段のサービス向上及
び適正な施設の維持管理に努めていただきたい。

実施内容・時期

評価頂いている内容

苦情・意見等

令和５年度から小学校との連携会議が開催され、放課後児童クラブか
ら見た子どもたちの安全確保・保育充実の為の施設貸し出し・小学校
側の児童クラブ担当者が明確化されるようになった。これに伴い児童
の安全確保・遊び場の拡充・困りごとの相談がしやすくなった。今後
とも継続的に開催していただきたい。
また、出来るだけ保育現場に出向き、保育現場を見ていただきたい。

今年度は４回保護者会を行った。そこでは子どもたちの学童での様子も報告した。個々の事はお迎え時や
電話にてお伝えした。

令和４年度に比べ全体的に評価が上がった。令和５年度は支援員が児童と保護者の関わりが良くなった。
おやつに関しては手作りおやつ等、子どもの状況を考慮した。保護者が支援員に対して相談しやすい雰囲
気作りや利用者の人権を守ると言う視点においても評価を戴いた事は、今後の励みになった。

次年度募集時期に入所できるかどうかで、保護者から問い合わせがあった。学童の玄関に毛虫が大量発生
し、保護者から苦情があった。

(改善を要した事項と対応)
特になし

(よかったと評価できる事項)
国基準や市のガイドラインに則り、施設利用が
実施された。

（課題）
特になし

 ・開設日数：        ２８６日
 ・延べ利用者数：７５８０名
 ・平均登録児童数：    ４２名

 対象児童の公平な利用の確保とサービスの向上を図る
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収支状況

前年度実績  令和５年度実績

　指定管理料は0円であるが、施設の管理、事業の経費については、放
課後児童クラブ運営費補助金を用いている。

＜参考＞
■収入　  (１９，０８９千円)
保育料等 　　６，４９２千円
補助金　　 １２，５９７千円

■支出　　(１９，０８９千円)
人件費　 　１７，７８４千円
管理運営費 　１，３０５千円

　指定管理料は0円であるが、施設の管理、事業の経費については、放
課後児童クラブ運営費補助金を用いている。

＜参考＞
■収入　  (１８，６０３千円)
保育料等 　　７，１６０千円
補助金　　 １１，４４３千円

■支出　　(１８，６５４千円)
人件費　 　１６，６４９千円
管理運営費 　２，００５千円

(改善を要した事項と対応)
特になし

（課題）
特になし

(よかったと評価できる事項)
市補助金支給要綱に基づき適正に運営された。


